
平成 20 年度第 3 回経済学教育 FD/IT 活用研究委員会 議事概要 
 

Ⅰ．日 時：平成 20 年 9 月 16 日(火) 午後 2 時から午後 4 時まで 
Ⅱ．場 所：私立大学情報教育協会事務局会議室 
Ⅲ．出席者：林委員長、児島、中嶋、山田、渡邉委員 

井端事務局長、森下、恩田 
Ⅳ．議事内容 
 
1. 経済学教育における学士力について 
まず、議題について、当日配布の「参考資料 1」によるフレームワークでまとめていく

こと、また「参考資料 2 から 4」も加味し、前回(7/19)までの審議内容を踏まえることを確

認した。加えて、経済学における固有の能力を念頭に、「学士力」を構築することも確認し

た。 
次いで、経営学教育 FD/IT 活用研究委員会がまとめた学士力の紹介がなされ、これを参

考に、経済学教育における学士力を、本日中にまとめることとなった。 
その後、各委員より意見が開陳された。 
審議の結果、以下のような案を作成したが、委員会開催予定時間内にまとめるまでには

至らなかった。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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1. 日常の経済生活や経済の全体的な仕組みを理論的に理解できる。 
経済の相互依存関係の重要性を認識できる。 

2. 経済の歴史や制度、経済情勢を認識できる。 
3. 直面する経済問題に対して、適切な政策判断や意思決定ができる。 

経済学の理論を適切に活用し、個人や社会にとって政策判断や意思決定の重

要性を理解することができる。→自立した適切な政策判断や意思決定ができる。

←個人や社会にとって最適な解を考える 自己管理・自己責任・自立した精神 

自分で判断しその結果の責任  リスク  
4. 経済データを客観的に整理して、科学的な思考ができる。 
5. 貧困や格差、環境問題等を自分の問題として考えることができる。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
そこで、本日の審議を踏まえ、各委員が説明文案を作成し、9/18(木)までに事務局及

び委員長までメールで届け、最終的に委員長にとりまとめて頂くことを確認した。 
 

 
2. 次回の委員会開催日時について 

次回は、10/25(土)、16：30 から 18：30  
私立大学情報教育協会事務局会議室にて開催。 

 
 
 
 


